
プレスリリース                                 2020年11月18日 

報道関係各位                              株式会社ナウキャスト 

株式会社ジェーシービー 
 

10月後半の国内消費動向指数、“鬼滅の刃”効果もあり「映画館」消費が大幅に増加。 

「アパレル」「外食」なども回復し、全体消費は10月前半に比べ下落幅を縮小。 

～10月後半・10月全体の国内消費指数「JCB消費NOW」ハイライト～                       
 

株式会社ジェーシービー(本社:東京都港区、代表取締役会長兼執行役員社長:浜川 一郎、以下:JCB)と株式

会社ナウキャスト(本社:東京都千代田区、代表取締役CEO:辻中 仁士、以下:ナウキャスト)は、プライバシーを保護

した形で加工したJCBカードの取引データを活用し、現金も含むすべての消費動向を捉えた国内消費指数      

「JCB消費NOW」の10月後半（10月16日～10月31日）、10月全体（10月1日〜10月31日）の速報値を更新しました。

以下、概要を公開します。 

 

なお、10月については、以下2点の特殊要因にご留意ください。 

① 前年の2019年10月は、消費増税前の駆け込み需要後の反動減あり 

2019年10月前半・後半は、消費増税前の駆け込み需要の反動で小売・サービス業ともに減少した

ため、2020年10月前半・後半の数値は実体よりも強く見える可能性がある。 

 

② カレンダー要因 

例年10月前半にあった祝日「体育の日」が、2020年から「スポーツの日」となり7月後半に移動して

おり、10月前半は祝日が1日少ない（連休無し）。  

 
 

今回、上述した①の影響をできる限り除いて足元の状況を分析するため、「新型コロナウイルス感染症拡大前」

の基準値として、増税が行われなかった2年前の2018年1月後半時点の値を設定し、分析のハイライトは作成し

ております。（=2018年比）  

 

・2018年比：2018年1月後半の前年比の値を基準として、消費がどの程度変化（増減）しているかを捉える。 

  



■10月後半・10月全体参考系列（注）ハイライト （調査：ナウキャスト） 

「全総合」は、新型コロナウイルス感染症拡大前の1月後半に比べて-5.7%となり、10月前半から下落幅が縮

小。「小売総合」は+3.3%、「サービス総合」は-12.6%となり、ともに10月前半から回復した。 

 

「小売総合」では、「アパレル（織物・衣服・身の回り品小売業）」や「家電（機械器具小売業）」の大幅な回復が

寄与した。アパレルは実店舗、家電はECを中心に回復しており、業種ごとにオフライン/オンラインの選択傾向

の違いが見られる。 

 

「サービス総合」では、「外食」が-18.7%（10月前半：-27.3%）、「娯楽」が-12.5%（同：-29.2%）と大幅に回復した。「外

食」の回復は、政府による飲食業の需要喚起策「Go To イート」の影響などによるものと考えられる。また、「娯

楽」の回復は、10月16日に公開された「劇場版『鬼滅の刃』無限列車編」の記録的ヒットなどの影響により「映画

館」が+35.9%（同：-53.2%）から90ポイント以上も急回復したことが大きく寄与した。 

 

 
※新規感染者数は、各期間中の日次合計値（全国） 

 参照元：厚生労働省・オープンデータ「陽性者数」 https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/open-data.html 
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【全体】2018年比：1月後半（コロナ感染拡大前）に対する変化率

新規感染者数 全総合 小売総合 サービス総合

出所：JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/open-data.html


 

 
※5月後半「映画館」は取引データが少なく計算不可。 
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【サービス】2018年比：1月後半（コロナ感染拡大前）に対する変化率

旅行 外食 娯楽

出所：JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」
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【娯楽】2018年比：1月後半（コロナ感染拡大前）に対する変化率

遊園地 映画館 ゴルフ場

出所：JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」



■ご参考）10月後半「映画館」の属性別分析 

10月後半「映画館」は、「全年代」で消費の急拡大が見られ、中でも30代と50代が消費拡大に大きく寄与した。 

 

 
 

「JCB消費NOW」は、性別・地域・年代といった属性別のデータを備えており、多面的に消費動向を分析すること

が可能です。 

 

※「JCB 消費 NOW」は、プライバシーを保護した形で加工したJCBカードの取引データを活用してJCB とナウキャスト

が算出した、現金を含む国内の消費全体を捉えた消費動向指数となります。クレジットカード決済情報そのもの

ではございません。 

※グラフ等引用される際は、出所：JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」と必ず記載ください。データをご活用され

る場合は、ナウキャストもしくはJCBにご連絡ください。 

※1月後半と10月前半の比較においては、各期の前年比変化率の差異を見ているので、季節性による変化は含まれ

ません。 

※「EC」項目はオンライン消費のみ。「EC」以外の「業種別消費指数」はオフライン消費とオンライン消費

どちらも含んでいます。 

※JCB消費NOWはJCBグループのカード会員様のうち、無作為に抽出した約100万人分の決済データを活用して

作成しています。国内会員に絞っているためインバウンド消費を含みません。 

 

各種データにご関心をお持ちの場合は、プレスリリースに記載のお問い合わせ先までご連絡ください。 

 

■「JCB消費NOW」 1か月間無料トライアルはこちら 

https://www.jcbconsumptionnow.com/member/register 

  

https://www.jcbconsumptionnow.com/member/register


■「JCB消費NOW」について  https://www.jcbconsumptionnow.com/  

 

 
「JCB消費NOW」は、プライバシーを保護した形で加工したJCBカードの取引データを活用して、 “現金も含めた国

内消費全体の実勢”を捉える消費指数を提供するサービスです。財やサービスの消費動向を示す総合消費指

数や総合消費をマクロ・ミクロに分類した業種別消費指数など合計49種の指数を提供しています。性別・地域・

年代といった属性別のデータも備えており、多面的に消費動向を分析することが可能です。また、データを集計

して約2週間で配信するため政府等が公表する既存の消費統計と比べて速報性が大幅に向上しています。現

在、国や地方行政機関をはじめ、企業のマーケティング部門、証券会社・投資銀行等の金融機関、経営コンサ

ルティング会社、報道機関等、多岐にわたるお客様に、経済を捉える指標としてご活用いただいております。 

 

 

■官公庁による「JCB消費NOW」活用事例 

・経済産業省「産業構造成長戦略部会」基礎資料（2020年5月1日） 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seicho_senryaku/pdf/003_03_00.pdf 

・首相官邸「未来投資会議資料」（2020年5月14日） 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai38/siryou1.pdf  

・内閣府「地域経済動向」（2020年9月7日） 

https://www5.cao.go.jp/keizai3/chiiki/2020/0907chiiki/gaikyou.pdf 

・内閣府「月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料」（2020年10月23日） 

https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2020/10kaigi.pdf 

・内閣府「マンスリー・トピックス」（2020年10月23日） 

https://www5.cao.go.jp/keizai3/monthly_topics/2020/1022/topics_059.pdf 

・日本銀行「経済・物価情勢の展望」（2020年10月30日） 

https://www.boj.or.jp/mopo/outlook/gor2010b.pdf 

・日本銀行「わが国の経済・物価情勢と金融政策─ 道東地域金融経済懇談会における挨拶要旨 ─」（2020年11月16

日）https://www.boj.or.jp/announcements/press/koen_2020/data/ko201116a1.pdf 

 

※個人情報保護法および関連法を順守し、クレジットカードのデータはJCBにて特定の個人を識別できない・元の情

報に復元できない状態に匿名加工処理を行い、ナウキャストが消費指数（統計）を作成することで、JCBカード会員皆

様の個人情報・プライバシーを保護しています。 

※「JCB消費NOW」は、クレジットカードの取引等のデータから、現金支出を含めた国内の個人消費全体を分析するた

め、外れ値処理や新規入会者のバイアス除去、クレジットカードの支払いが多くなりがちな業種の補正処理などの統

計化処理を行っています。 

  

https://www.jcbconsumptionnow.com/
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seicho_senryaku/pdf/003_03_00.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai38/siryou1.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai3/chiiki/2020/0907chiiki/gaikyou.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2020/10kaigi.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai3/monthly_topics/2020/1022/topics_059.pdf
https://www.boj.or.jp/mopo/outlook/gor2010b.pdf
https://www.boj.or.jp/announcements/press/koen_2020/data/ko201116a1.pdf


■「JCB消費NOW」で提供している業種別指数一覧 

 

（注）「JCB消費NOW：参考系列」について 

クレジットカードの取引等のデータから“現金も含めた消費全体の実勢”を捉える「JCB消費NOW」では、クレジッ

トカード固有の事象を要因とした数値の偏りを防ぐため、通常、カード利用者数の増減影響を除いた形で分析し

、指数を提供しています。 

しかし、新型コロナの消費への影響は、商業施設や店、テーマパークの休業・休園、旅行の中止などにより、「

交通」「娯楽」「宿泊」「旅行」などのレジャー関連業種、サービス業種においては、消費者の数そのものが減少し

ていることが予想されます。そうした側面を考慮し、現在、通常とは違う「消費者の増減効果」を織り込んだ分析

手法を用いた「参考系列データ」を全項目（総合、業種別）で算出しております。 

※前提としてナウキャスト技術顧問・東京大学大学院経済学研究科教授の渡辺努が、通常配信系列（本系列）と参考系列の違

い、及び有用性について、レポートを執筆いたしました。下記リンクよりご覧ください。 

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/jcbconsumptionnow.com/News/20200401_Nowcast_Watanabe.pdf 

  

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/jcbconsumptionnow.com/News/20200401_Nowcast_Watanabe.pdf


■株式会社ナウキャストについて http://www.nowcast.co.jp/  

ナウキャストは日本のオルタナティブデータのリーディングカンパニーであり、ビッグデータ

解析により、「消費者物価指数などの経済統計のリアルタイム化」、「企業の経営戦略の見え

る化」を行う東京大学発のFintechベンチャー企業です。東京大学経済学研究科渡辺努研究

室における『東大日次物価指数（現：日経CPINow）』プロジェクトを前身として2015年2月に設

立されました。現在POSデータ、クレジットカードデータなどのオルタナティブデータサービスを

幅広く展開し、国内外250社以上の金融機関、シンクタンク、政府、政府系金融機関、海外ヘ

ッジファンド等の資産運用、経済調査業務を支援しております。 

 

・オルタナティブデータについてはこちらをご参照ください。 

 https://www.nowcast.co.jp/concept/alternativedata  

 

■株式会社ジェーシービーについて https://www.global.jcb/ja/  

 1961年に設立し、日本で唯一の国際カードブランドを運営する企業としてJCBカード

を利用できる加盟店ネットワークを展開するとともに、アジアを中心に国内外のパートナー

企業とJCBカードの発行を拡大しています。また、総合決済サービス企業の実現を目指

し、お客様やパートナー企業の皆様の期待にお応えする様々な事業を展開しています。

国内外で1億4千万人以上の方にJCBカードをご利用いただいています。(2020年3月末現在) 

 

【報道関係者からのお問い合わせ先】 

・株式会社ナウキャスト 広報：村上、古川 TEL: 03-6272-5550  info@nowcast.co.jp  

  ※リモートワーク中につき、村上携帯（090-1746-6204）又はメールにてご連絡ください。 

・株式会社ジェーシービー 広報部：貴田、高田、中島 TEL: 03-5778-8353  

jcb-pr@jcb.co.jp 

 

 

 

 

 

  

【会員登録についてのお問合せ先】 

「JCB消費NOW」運営事務局 TEL:03-6272-5550 

http://www.nowcast.co.jp/
https://www.nowcast.co.jp/concept/alternativedata
https://www.global.jcb/ja/
mailto:info@nowcast.co.jp
mailto:jcb-pr@jcb.co.jp


 

別紙：「JCB消費NOW」の各種数値、図表、レポート、画像等のご使用について  
 

「JCB消費NOW」のデータ、図表、画像等のコンテンツやJCB・ナウキャストがプレスリリースにて公表したデ

ータ、図表、レポート等を外部へ利用・転載される際には、以下の点にご注意くださいますようお願いいたし

ます。 
 

●「JCB消費NOW」とは 

「JCB消費NOW」は、JCBグループ会員のうち、プライバシーを保護した形で加工した約100万会員のJCBカード

の取引データを活用してJCBとナウキャストが算出した、現金を含む国内の消費全体を捉えた消費指数と

なります。クレジットカード決済情報そのものではございません。 

 

 《ご参考：ご説明の際の記載例》 

・JCBとナウキャストがまとめた●月●旬の国内消費指数「JCB消費NOW」によると～ 

  ・JCBとナウキャストが提供する国内消費指数「JCB消費NOW」によると～ 

  ・クレジットカードの決済情報をもとにJCBとナウキャストが算出した国内消費指数「JCB消費 

NOW」によると～ 

 

●「JCB消費NOW」の利用ルールについて 

「JCB消費NOW」を利用する際は、必ず「出典：JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」より」と記載ください。 

 

 《ご参考：表記例》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ※出典：JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」より 

 

 

「JCB消費NOW」を編集・加工等して利用する場合は、上記出典とは別に、編集・加工等を行ったことを記

載ください。 

 

≪ご参考：表記例≫ 

JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」を加工して作成 

JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」をもとに○○が作成  

 

必ずお読みください 


